
さいたま市年輪荘

①所在地
　　さいたま市緑区大字中尾1404番地
②施設の設置目的
　　老人福祉法に規定する基本理念に基づき、養護老人ホーム及び老人デイサービスセンター の利用者の健康で安ら
かな生活の向上に寄与し、福祉の増進を図るための施設。

③施設の概要
 　 ・開設年月日　　　昭和４２年６月（平成４年５月全面改築、平成２１年３月改修工事）
　　　　　　　　　　　　　＊平成４年５月～　デイサービスセンター事業開始
　　・延床面積　　　　２,１７１．５２㎡
　　・構造　　　　　　　鉄筋コンクリート造　２階建
④事業内容
      ・養護老人ホームに関する事業（定員５０人）　
  　 ・老人デイサービス事業（定員１８人）

社会福祉法人　埼玉県共済会

①指定期間
　令和2年４月１日～令和7年３月３１日
②指定管理料
　令和2年度　16,374千円

①運営業務の状況(利用状況含む)
◇利用状況
　　・養護老人ホーム
　　　　　平均入所者数及び稼働率　　　４3．２人、８６％（前年度　４６．0人、９２％）
　　　　　延べ短期入所利用者数　　　　１，４８０人（前年度１，１７１人）
　　・老人デイサービスセンター
　　　　　延べ通所者数　　　              ４，２６０人（前年度３，８６７人）
　　　　　平均通所者数及び稼働率　　　１３．８人、７６％　（前年度　１２．６人、６９％）
◇業務実施状況
　養護老人ホーム及び老人デイサービスセンターともに、コロナ禍において感染対策の予防に努め、新しい生活様式を
取り入れながら基本理念・基本方針を基に入所者、利用者の立場に立った運営を行いました。養護老人ホームについて
は、個別処遇計画に基づき自立支援及び介護予防と身体機能の維持に努めました。介護認定を受け自立が困難となっ
てきた入所者に対しては、介護保険の各種サービスを活用し、極力自立した生活を送ることができるよう支援しました。
また、施設での生活に満足していただくために、アンケート調査や各寮ごとの入所者懇話会の開催やご意見箱の設置等
により、入所者の要望を取り入れサービス内容の見直しを行い、更なるサービスの向上に努めました。老人デイサービス
センターについては、在宅で可能な限り暮らすため、サービス提供表に基づいたサービスの提供と日々の連絡帳により
利用者、家族の要望を取り入れサービス内容の見直しを行うとともに、職員ミーティングを通じて更なるサービスの向上
と改善に努めました。

②維持管理業務の状況
　大規模改修から既に２８年が経過したことで施設や設備類の老朽化が進んでおり、様々な修繕等が発生しております
が、施設管理業務計画書を基に法定点検や定期点検等による不具合箇所の早期発見早期改善を行い、設備等の延命
に努めました。
　また、居室や厨房などへの消毒、館内のワックスがけを含む清掃を定期的に実施するとともに、通報・避難・消火の総
合訓練を年２回（夜間想定を含む）行い、安全な避難誘導や消火訓練、設備の作動状況の確認及び非常用備蓄品の確
認などを実施しました。

③その他の業務（自主事業等）　
　　　４月　花祭り、親睦会総会の開催　　　　　　　　  　　   　５月　誕生会　

　　　７月　七夕、ランチツアー(出前)、防災訓練、誕生会　　８月　夏祭り(食事のみ）、健康診断　
       ９月　敬老会、創作作品展、誕生会　

　　　　　　　　　　（養護老人ホーム）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（デイサービスセンター）　
①収入　　                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①収入　

・措置費収入 　124,307千円（前年度 128,895千円）　　　　  　 ・介護保険収入  　44,892千円（前年度 38,144千円）
　・指定管理料収入 14,245千円（前年度 16,454千円）             　　 ・指定管理料収入　 2,129千円（前年度 4,915千円）
　・その他収入      　 2,623千円（前年度 4,282千円）                　　・その他収入            1,039千円（前年度  1,880千円）

②支出 　　                                                                      　　　　　 ②支出 
　・人件費支出　80,547千円（前年度 82,312千円）　　　　  　　　　 　・人件費支出   28,960千円（前年度 26,467千円）
　・事業費支出   32,378千円（前年度 32,040千円）　　　　  　　　　 　・事業費支出    6,724千円（前年度 6,363千円）
　・事務費支出   22,743千円（前年度 26,910千円）　　　　　　　　   　・事務費支出    7,695千円（前年度 5,350千円）
　・その他支出     3,230千円（前年度 6,058千円）　　　　 　　　　    　・その他支出    　711千円（前年度 4,106 千円）

　入所者アンケート調査(年1)、親睦会(年6)、懇話会(年2)、ご意見箱(随時)などからの意見や要望等については、現場職
員会議等にて検討し速やかに館内掲示と口頭での報告にて対応しました。今回、コロナ禍にて外出の自粛の影響もあ
り、買い物に行けないことでの要望が多くその対応として、買い物の受付を行い職員が代理にて購入してきたり、通常の
訪問販売は2ヶ月に1回であったが要望にて１ヶ月ごとに販売出来るよう体制を整え実施しました。

令和2年度指定管理者評価シート
１．管理運営の状況等
(１)施設名

(３)指定管理者

(２)施設概要

(４)指定期間、指定管理料

(６)収支状況

(５)施設の管理運営の内容

(７)利用者アンケート等による市民
からの意見・要望等への対応

(８)その他
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達成状況

　組織としての管理運営体制は、①業務体制である全体職員会議(毎月)をはじめ、現場職員会議(養護)、ミー
ティング(デイ)、個別支援検討会議、給食会議、行事計画会議、事業計画・予算編成会議、事故・ヒヤリ検討会
議、防災対策会議があり、②危機管理体制としては安全対策委員会、身体拘束・虐待防止委員会、セキュリ
ティ対策委員会、苦情処理委員会、事故調査委員会を設置し、職員一人ひとりが責任と役割を持ち情報の共
有化を図るとともに、課題の検討を行いました。

　年々、入所者の多様化や身体機能低下に伴い職員配置基準を上回る人数を配置し、必要な時間帯に活用
できるようパート職員の配置や夜間は夜勤体制としての体制を整え対応しました。市町村からの入所又は緊
急ショートステイの依頼があった場合は、感染対策に準じて受入れ可能な環境体制を整え対応しました。
　日々の生活においてはニーズを引き出すために、本来持っている力や良いところに焦点を当て、意欲や自
信を取り戻す過程を援助し更に、個別の処遇計画を作成し自立への支援を実施しました。また、苦情等の体
制周知及び日常生活に潤いと希望がもてるよう入所者満足度を高めるため、アンケート調査の実施、親睦会
及び寮ごとの懇話会の開催、ご意見箱の設置などで要望等を確認し、その結果については館内掲示と口頭説
明し適宜対応しました。　

　利用者が在宅での自立した生活が続けられるよう、配置基準を上回る人員体制を配置し関係機関と連携を
取りながらサービス計画表に沿って運動機能向上訓練や協力歯科医院と連携した口腔機能の向上サービス
を提供しました。
　また、家族や本人のニーズに対しては、日々の連絡帳にて把握し必要に応じたサービスの提供を行うととも
に、明るく楽しく活力のある体制作りに努めました。

　老朽化してきている各設備、備品をできるだけ長期にわたって使用していくため、施設管理業務計画書を基
に定期点検等を実施し、不具合箇所の早期発見・早期改善により安全管理に努めました。
　光熱水費においては、夏季・冬季における年輪荘節電対策を周知と掲示し、施設の入所者などの協力をい
ただきながら、経費の節減に努めました。また、電力会社の変更にて前年度より基本料金を節減することが出
来ました。

　建物及び設備に関しては保守、点検、修理、維持管理を計画的に行い、館内巡視と防犯カメラによる不審者
等の確認点検と夜間は警備員による巡回にて安全対策に努めました。
　新型コロナウイルス感染症対策においては、安全対策委員会にて随時開催し知識や情報の習得と感染の
未然防止に努めました。具体的には通常の感染対策の他に、検温、換気と密集する場所には密にならないよ
う配置と指導を行い、食事時にはテーブルに飛沫防止シートの設置を行い感染対策に努めました。また、食中
毒・感染症予防マニュアルも適宜見直し、食中毒等が発生した場合の発生状況の把握や拡大の防止、医療
処置等の対応について職員間で共有しました。

　随時更新した職員緊急連絡網を各部署に配布し、緊急時及び関係機関との連携図も作成し迅速な対応が
行えるよう周知徹底しました。また、緊急時マニュアル及び事故防止マニュアルなどにより、日頃から事故防
止に努めるとともに、事故・ひやりハット調書を作成し、事故・ヒヤリ検討会議にて情報を共有し重大な事故に
繋がらないよう対応に努めました。
　自然災害においては防災対策会議にて風水害対策の環境と体制を整え対応しました。その他、年２回定期
的に昼間と夜間の火災を想定した防災訓練を実施し課題の追及を行い、いざというときのために対応できるよ
う努めました。

　新人職員に対してはマニュアルの活用を行い、必要な知識や技術を習得し、振り返り面談を実施しながら対
応しました。また、資質の向上については上司との年2回の目標管理制度による面談を実施し、組織力を高め
入所者への一層のサービス向上に努めるよう指導しました。並行して研修意向調査のもと、個別職員研修計
画を作成し、受講後には「研修受講ふり返しシート」の活用にて自己評価を行い、職員間での情報の共有化を
図りました。

（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

施設の管理運営体制につ
いて

経費縮減方策について

施設の安全及び衛生管理
への配慮について

職員の教育・研修などの資
質向上について

緊急時の対応などの危機管
理体制について

２．提案内容の達成状況

提案内容

デイサービス
利用者ニーズに対応できる
体制について

養護老人ホーム
入所者ニーズに対応できる
体制について



(１)指定管理者による評価

(２)さいたま市の評価（評価担当課：保健福祉局長寿応援部高齢福祉課）

(３)来年度の管理運営に対する指導事項等

引き続き適切な管理運営に努めて下さい。

（養護老人ホーム入所者の処遇・確保）
　養護老人ホームにおいては、時代の流れもあり入所者像も多様化しているなか、新型コロナウイルスの影響もあり入所率は前年度より減
少となりました。引き続き個別契約型を継続し各市町村及び地域定着支援センターや精神科病院等へ訪問活動等を行い、連携と情報収集
を図りながら本来のセーフティネットとしての役割を意識し、入所者確保に努めて行きます。処遇に関しては入所する時点から見守りなどの
支援が必要で、且つ入所者の高齢化に伴う身体機能の低下や認知症などで、要介護度の判定を受けている方々が定員の約6割となって
いることから、社会資源の活用にて介護保険サービスの導入などにより生活全般にわたる支援や援助に努めました。また、入所者全員を
対象とした個別の処遇計画を作成し、リハビリやレクリエーションなどを実施し認知症予防や寝たきりの状態にならないよう最大限の維持
向上に努めました。　

（デイサービスセンター利用者の処遇・確保）
　デイサービスセンターにおいては、激戦区でもあり安定した運営を継続して行くため、引き続き毎月、各居宅介護支援事業所や地域包括
支援センターへの訪問活動を行い、年輪荘デイサービスセンターを知っていただくために、各月に行った活動記録をまとめ写真とともに情
報提供し、利用者の確保に努めた結果、前年度より利用者数が増加となりました。
　処遇に関しては利用者の健康と食べる楽しさを感じていただくために、協力歯科医院と連携した口腔機能向上サービスの拡充や生活に
変化と潤いを持っていただくため、通常行ってきた買い物ツアー等の実施はコロナウイルスの影響もあり中止となりましたがその分、利用者
と個別に関われるよう対応しました。

（地域との連携）
　新型コロナウイルスの影響もあり地域との関わりがほとんど実施されず、入所者においても閉ざされた環境となりましたが、今後、ワクチ
ン接種や感染状況など確認しながら、感染対策を行い入所者が地域の方々とふれ合える環境づくりに努めてまいります。

総合評価（B）※A～Ｄ

【市民の平等利用、市民サービスの向上、利用促進等に関する取組】
デイサービスセンターの利用率が前年度に続き向上している。特にデイサービスについては訪問・PR活動、様々な事業所との連携による
事業を積極的に行い、利用者満足度の向上に努めている点を評価した。
新型コロナウイルスの影響もあり養護老人ホームの入所率は前年度より減少しているが、入所者がコロナ禍で外出自粛しなければならな
い状況下の中、要望として上げられた買い物代行や訪問販売の回数を増やすなど適宜対応し利用者の満足度向上に努めた点を評価し
た。

【経費の削減に関する取組】
施設独自の節電対策により、施設職員のみならず入所者の協力も得ながら光熱水費の削減に努めている点を評価した。

３．評価


